
第2章そろばんと脳� 

1. s送機能計測実験レポート

[背景・自的}

珠算を行っているときの背外側前頭喜吉野の活動を、踏磯能イメージング装置を用い

て計調・評価することが本研究の目的である。

背外債i前頭前野とは、大脳の前頭葉の前半分を占める領域で、人関のみが特別に発

達している。意欲、注意、学習、記糧、思考、創造、企図、行動制御、情動車IJ潟、言

コミュニケーションなど、人間ならではの高次な精神活動の場である。読

み・書き・計算のドリノレを用いて背外側前頭前野を活性化することを目指した� f学習

療法Jでは、アルツハイマー型認知症患者の認知機能を維持・向上させ、コミュニケ

ーション能力や意欲、注意などの背外側前頭前野機能全般が向上することが報告され

ている(五aw制� himaet al.2005)。また健常な高齢者においても、同様なドリル学警

で背外側前頭前野機能全般を向上させることも証明されている� (Uchida & 

Kawashima 2008)。読み書き計算を行うことで、それぞれの能力が肉上するという

直接の学習効果だ丹ではなく、その他の認知機龍も向上させる般化� (transfer)効果

があることが証明された。こうした認知トレーニングによる生活介入によって、高齢

者の鰭機能を向上させたり、認知症を予防したりする取り組みが、今、世界中で始ま

りだしている。

本研究では、珠算を行っているときに、読み・書き・計算と同様に、背外側前頭前

野を活性化する効果があるか否かを、脳機能イメージング計測を用いて検証すること

が目的である。本研究によって、背外側前頭前野の活性化効果が認められた場合は、

将来的には、生活介入として珠算学習を行い、これによって脳機能の維持・向上効果

が期待できるというスト…リーを描くことが可態となる。

著者が、以前に行った予儲実験では、珠算初心者が、算盤で単純な計纂(1から数

を績に加算していく)を行っているときには、左右半球の脊外部j前頭前野に強い活

強化が観察されている。

[方法}

東北大学の学生� 12名を対象とした。うち� 6名は珠算未経験者、桟りの� 6名は珠算

経験者であった。珠算未経験者のうち� 1名は実験当日、参加をキャンセルしたため、

未経験者� S名(ブ口フォーノレ安表� 1に記載)、経験者6名(陪表� 2に記載)のデータ

を解析した。諜算未経験者は、脳機能計調の前日に算盤の能い方に関して、専門の講

師により約� 2時間の講習を受けた。� 
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図� 2 計溺パラダイム
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[結果}

大脳左右半球の平均の前頭前野の活動を図� 4 1 5に示す。横車患は、� Gから� 5∞、� 

1000から� 1500は岡損点凝視状態、� 500から� 1000の間で課題を行っていることを示

している。青の線は酸化ヘモグ、ロゼン量を、赤の線は還元ヘモグロゼン量を、結の線

は総ヘモグ口ピン識を示す。神経緯抱活動量i士、駿化へそグロどン最〈脊の線)もし

くは総ヘモグロビン量(誌の線)，こ反映されるとされている。図� 16 2 1 ，こは典型

的な個人の脳活動の例をトポグラフィ…にして表示しである。赤は活性化、岳は基準

、青は不活性化を恭し、それぞれ色の濃さが、その経度を茂映している。

暗算では、珠算経験者辻在右半球ともわずかに活性化合しめした(岡引が、未経

験者では左半球のみわずかに活性化した(罰的。
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国� 5 精算珠算未経験者� 

黙読で辻、珠算経験者は左右半球ともわずかに活性fとを示した(盟� 6)が、未経験

者では両半球ともに活性化せず抑制される傾向が懇められた(国� 7)。
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